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会 員の 皆様 には、新 といキ をいか が お過 ご ヒでい らっ しゃい ますか。新年最初 の

会報 発行 に あた リー言 ごあい さつ 申 ヒ上げ ます。

お蔭様で 4名 の子 どもたちは、元気に 「星の家」て
い
ガ正 月 を迎 え ま とた。 咋年 7月

の会の発足以来、実に多 くの方々の ご支援 をい ただ きま した。会安、寄付 などの経済的

支援ほ もとよ り、 日常的 な物品や食品、 また炊事や宿泊ポランテ ィア など、 どれ だけ

多 くの方のお世話になったかわれ ません.改 めて、厚 く御礼申 ヒ上げ ます。

2年 目を迎 え る今年、い くつかの事業 を計画 してお ります。チ ャリテ ィーコンサー ト

( 1月 )、 議演会 ( 2月 )、 電話オヨ談 ( 2月 ～)な どです。 これ もまた、 多 くの方々の

声世話に な りなが らの活動 とな りますが、 ど うぞよろ にくお願いい た とます。議渡 会

につい て|よ、会 員の方々との交流の場 を持 ちたい との願いか ら、 「星の家」が ' )の報告

や者 少年間題の シンポジュウム も兼ね て実施い た ヒます。ぜひ、ガ出かけヽヽ ただ きたい

と存 じます。

電話相技 (『自立のホ ッ トライン』)に つ きま ヒては、 当面は週 1回 の実施ですが、

電話相談ポランテ ィアの方たちとの打 ち合わせ も済み、開始 を待つばか りとなりました.

1本 の電話か ら、 自立に向けて歩み 出す ことので きる子 どもがい ると した ら、大交すば

,ぅとい ことだと思 ってお ります。

会設立 1周 年に 当た る5月 ごろには、記 念事業 を催す予定に なってお りますぃ意義

あ る催 とに したい ど、現在、事務局て
｀
突 を練 ってい るところで ござい ます。

4月 か られ 行の児童福祉法 の改正 におい て も、 1支 え る会」め`対 象 どす るよ うな

子 ど もた ちには 、やは り陽は あた りません。法人格取得 の問題 も、意 タトな ど ころで

「オウ″、真理教」や その他の 「悪徳」法人の影響 を受けてい ることを実惑 とた次第です。

て
｀
すが、ヨ|き続 き踏ん浜 って努力 を続けて まい ります。

以上 、 簡単 に今後 の予定 な ど中 ヒ上げ ま したが、事務局体制 もまだ十 分 に整 って

い ない状況のヤでの活動のため、皆様にはい ろい ろとご迷恐 をかかけす る部分が あろ う

か とは足ヽヽ ますが、 ど うぞ、本 年 もよろ しくお願い中 ヒ上げ ます。

え  てを新

子悦,逹イチ表
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ど の家 g冠

明けま t ソておめてとうこざいます。

昨年 9 月 の開所 から 4 か 月が過ぎ、 「呈の家J も 初め ての正月を迎えることができま | ノた。

これもひ とえに曽様のご協力のおかげと心から感謝 しても`ます。

家を管 して< を さ っている山田さん一家の細やかなお心遣t l 、ご近所の 皆様の温かいまな

さ し、泊 まりや家事を手伝 っていたた< ボ ランティアの方 々のエネルギー、そ t ノて役員 ・会

員の皆様の 期待と応援。
/ ‐れらのすべてに支アタられて 「星の家」はスター ト| ンま t ソた。 しっ

かりと安定 t ノた基盤を作るまでには、またい< つ もの大きな問題を解決 t ジなければなりませ

んが、一歩一歩着実に進んで行きたいと8 3 ってぃますので、今後ともよう し< お 願いしヽた t ソ

ます。

さて 、開所 してから月に 1 名 のベー又 で入居があ り、現在 「星の家 J て は、 5 名 の子 ども

を うが生活を | ノてt ま`す。ホームができる前からの星家の同居人であ った 1 7 歳 のあけみさ

んは、 「星の家」の最初の入居者と t ソて、引 っ越 しの時からいるいうと手伝いを して< れ る

頼も t ノいお姉さん格です。ながなかもヽい就職党; が見つからず、 つなさてホテルの清掃のアル

バ イ トを t フていますが、そろそう旅立ちの段階かな ?  と 、いう感 じです。

9 月 の末にやって来たまさみ< ん は、 1 2 月 に 1 6 歳 の誕生 日を迎えま t ソた。入居 t ノてす

くに、近< の を装屋さんに就職 t ノたの ですが、そこで信頼できるない社長さん に出会い、な

ん と初め から 2 か 月連続の皆勤ヨで、 しかも仕事がに しい時には体日返上でがんば っていま

す。 一見ノ3 1 つきらはうですがとてもやさ しい心の持ち主て、周囲の人にさりげな< 気 を使 っ

て< れ ています。 うちの息子たちも大好きです。

1 0 月 に夕、居の せいいち< ん も、 1 6 歳 でじ。高校を中退 して今まで働いたことがなかっ

ったの て、またまたこれからという感 じですが、映画が好 きた ったり、外国の絵本 を部屋l ~

飾 ったり0 る というちょっと週落たセンスの持ち主です。話 してみると面 白いのですが、恥

ずか しが り屋で、また他の入居者 とは話をする機会があ りません。マイベースでや っていき

たいほうた と思うの ですが、セ ンパイとの関係で苦労 しているようです。

1 1 月 には、自立援助ホー/ _ とt ノては今回限りの例外と t ノて児童オB 談所 からお預かり した

中学 3 年 生の があるさんが入居 しま にノた。卒業までの短い期間ですが、ここで じっ< り とこ

れからを見つけてほ しいと思います。一番下の息子 ( 1 歳 ) に なぜか気に入 られて t ノよい 、

いろいると無理難題を吹 っかけられているの ですが、もヽつも落ちつも`た雰囲気でやさ t ノ< 本B

千を | ソて< れ ます。

そ して、年が明けてつい最近、 1 8 歳 のまさひる< ん が入居 しま t ソた。働t てヽきた経験も

長< 、 さすがに他のみんなと比べると少 | ブ
“
大人

" の
雰囲気を感 じます。人だ早々に独自の

ル ー トて鳶の 仕事を見つt すてきて働きは じめま した。彼も見た 目はごっついのですが実顔が

とてもいい です。

みんな 「星の家」の仲間です。来た ときには言葉も少な< 、 互t に`何となくぎこうな< な

って t ノまうのですが、たんだん と話を t ソて< れ るようにな って< る のが 、今の私たちにと っ

ては 一番の楽 | ソみてす。

ここが彼らにとって心安らげる 「いい所」であ りますように` ` な 。

時には説教も して しまう し、互いにイライラ したリムカついたりすることもするで t ソょう。

それても、泣t たヽり、実 ったり、怒ったり、喜んだり しなが ら、一緒に生活 していける場で

あ りますように。. ぃ 。
そ t ジて、再び実立つ 日がきて、ここを離れる時がきても、心はいつもどこかでつなが って

いる、一緒に生きてt lる、そんな関係になれますように.ち `。
これを忘れずにいきたいと思います。どうが、これからもよるtソ<お 願いいたtノます。

の
みんない っしょ。

‐
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□会員数        4 8 0人

□会費 寄 附金  7 , 4 2 6 , 8 8 6円

前回 ( 1 9 9 7 9 2 6 )

画会員数        4 2 3 人

□会費 寄 附全  6 , 0 1 2 , 9 2 2 円
餞え簿

輪(1998.1.6現在)



『青少年の自立を支える会』研修会

来る2月 15日 (日)に 、教育、相談機関、自立援助ホーム、行政関係者によるシンポジウムと東京

国際大学 小 此木啓吾教授の講演により、青少年の
“

自立
"の

意味を考え、自立を助長する要因や阻害

する要因を明らかにし、自立援助ホームについての認識を深めることを目的とした研修会を下記により

開催 します。多 くの方の参加をお待ちしています。
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開  場

シンポジウム

テーマ 「社会に旅立つことが困難な子どもたちに
一社会的自立を支援するために」

○コーディネーター

大 山  千  加  (青 少年の自立を支える会会員)

Oシ ンポジス ト

教育現場から 小  林  幸

福祉行政から 横  松

地域援助から

支える会から

(宇都宮市立晃陽中学校長)

(栃木県県南児童相談所

副主幹兼判定指導課長)

(ウイメンズコーディネーター)

(星の家ホーム長)

氏

氏

正

晃

氏

氏

中 村

星

千恵子

俊 彦

昼  食 ～ 休 憩

「星の家」からの活動報告

講  演  『育少年の社会的自立を支援するために』

講師 東 京国際大学 教 授 小 此木 啓  吾  先 生

閉  会

参 力回楽義/″ =会吾揮塾 5 0 0 円 、 多 卜=会子揮塾 1 0 0 0 円

※ 参 加に当たっては、申し込みが必要です。 (先着 250名 )

※ 昼 食 (弁当 650円 )を 斡旋いたしますので、申し込み時に昼食希望の有無を

ご記入 ください。

申 誤 方 法 ミヲ受 0 ド昨コミ入 先

〇ハガキ、ファックスで事務局まで申し込んでください。

〒 321-0963 宇 都宮市南大通り 4-2-18 自 立援助ホーム 『星の家』内

青少年の自立を支える会事務局

F A X  0 2 8 ( 6 5 1 ) 0 1 6 1

後 援

栃木県  と ちぎ子ども学会  下 野新聞社  朝 日新聞社宇都宮支局

毎 日新聞社宇都宮支局  読 売新聞社宇都宮支局



美寿々すみ子さんによる「星の家」支援コンサー.卜報告

昨年、11月13日に」R栃 木駅の西側にあるサンプラザで、青少年の自立を支える会=星 の家

支援のチャリティーディナーショウがあり、約200名 を集める盛況なものとなりました。

また、開会の冒頭に美寿々すみ子 (本名 :渡辺澄子/支 える会会員)さ んから、支える会に対

し、 30万 円ものご寄付をいただきました。ありがとうございました。

ポランティアレポー ト / 矢  野  正

今回のチャリティーディナーショウには、

裏方バラとして参加した。美寿々すみ子さん

は、栃木弁の一流の話tソ手で、き話、民話、

菫謁、さらには漬歌なども語って歌つてし′ま

う人で、き段tぶ老人ホーと_)や子ども会、公民

館などでこの芸を披露tノている 『芸能ボラン

ティア』でもある。

当国のチャ _lティーティナーショウで食事

をしノ/t」がら美寿々さんの話りと歌を聞くとい

う2時 間。実いや間の取り方も一流で、自称
「素人おばさん」というわりには、かなりの
“
実力派

"と
見た。

◇ ◇  ◇  ◇  ◇  ◇  ◇

広 さ ん

とこうで、私たち 「裏方ボラ」は何をして

いたがというと、 「舞台装置の入れ誉え」
「又ポット照明J「 受付」の 3種 類。モチロ

ン台本に合わせて段取りよくやるのた。

特に、舞台の仕切り係 (舞台監督)と 照明

係ほ
“
演虜1の心

"を
知っていないとてきない。

が、支灰々る会l‐ほそういう技術を持った人も

いる (たがらポランティアというのはスゴイ)。

みなさんも、思わめ特技てポランティアが

できるがも知れません。今後の三ョースレター

て出てきている話題も要チェック !!!

あなたの手伝い待ってます !

争 様 々な相談に応 じていきます。よろ しくお願い します。

会員
の 声

亨r会 員募集中

亨マスタッフ

たんだん 「星の家」に泊まるのに慣れてきた。はじめのころは、本を持ち込むとがして

いたが、最近ほ寝る前ていいが、くらいにしか思っていない。
「星の家」には、 「行ってみる」 「遊びに行<」 くらいのスタン又で構えておいた方が

いいのだろう。
ここに来るようになったのほ、昨年の秋からであるが、入居者の人たちはシンナーを

吸い過ぎて歯がボロボロになった話だとが、パトカーに追われた話だとが、自分が今まで

に聞いたことのなかったような話をあたりまえのように、よく聞かせて<れ る。

ある時は、部屋に入るとひとりほっちで泣いている場面に出くわしたこともある。そん

な時、自分ほ未熟たからが、いつも決まって言葉に詰まってしまうことになっている。

とりあえず、いま思うのほ入居者のみなさんほ、自分の体を大事にして、友人を大切に

tッて、好きなたけ寝てくたさい、ということです。

青少年の自立を支える会 事務局
◇◇◇◇◆◆◇◇◇◇◇◇◇◇◇

〒321'0963 宇 都宮市南大通 り 4-2-18

自立援助ホーム 「星の家」内

TEL・FAX  028(651)0161

～ 宿 泊ボランティア 勝  井  史  興  さ ん ～

日5,000円 [鞭購滑搬 00140-3-366972 名訂秒年の戴枝える会]

ア募集 ! ど んなことでもお手伝いいただける方、お待ちしています。
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